
20220228式根島未来会議ゲストトーク生徒感想等のまとめ

今日の授業で気付いたことや考えたこと、疑問に思ったことを書いてください。

人間にとっては災害は悪いものだったが、自然にとっては利益のあるものだった。そのため、
森川海を守っていくには人間の被害と自然の被害を比べて、考えていかなくてはならないと
思った。また、植物が鉄と混合して植物プランクトンのご飯になることについて詳しく知りた
くなった。

津波は悪いものだと思っていましたが生物にとっては悪い災害ではないことがわかりました。

人間と自然が共存していくことは難しいがそれを行わないとお互いに悪くなってしまうことが
分かりました。また、式根島や東京のことだけでなく世界に共通することなのだと思いまし
た。

地震や津波は、人にとっては災害だが、自然にとっては、恵みになっていた。我々はそれに合
わせて、生活することが大切になる。

式根島は川がないためどうやって海と山がつながっているのか疑問に思っていたが、地下水な
どでつながっていると分かった。津波も、自然や生き物にとってはいい影響を与えているとい
うことに驚いた。

自分は川がない島では森、川、海、里の関係はどうなっているのかという質問をした。地下水
や黒潮から届く栄養が重要という回答を聞き、理解することができた。また、災害は自然環境
に良いものだということが分かった。（津波が環境をきれいにする)

地震や津波は漁師にとって良いことという事を初めて知ることができた。
調べたところでは、津波のせいで魚がいなくなったということをしれたのですが実際どうなの
か知りたい。

川と海が密接に関わっていることは理解していたのですが、式根島は川がないのでどうしてい
るのかずっと疑問に思っていました。今日の授業で式根島は地下水があったりと川がない代わ
りに他のものがあるということを知りました。人間にとって災害は良くないことだけれど生き
物にとっては環境が良くなって新しい種が住み着くようになったりといいことが多いことに驚
きました。

人間は、災害について「危険だ」とか「大変だ」と思いがちだが、自然に関しては、＋の要素
で新しい環境がつくられる事があるとわかり、新しい発見があった。私達の暮らしと環境の両
立は、とても難しく、今後の日本の目標になると思った。アサリなど数が減少している生き物
を戻すには、なにか方法はあるのか知りたい。

舞根湾と式根島とでは、河川の有無やそもそもの環境など、様々な違いがあるが、その中でも
共通点・重要視すべき点は変わらないと思った。また、災害によって、人類は大きな悪影響を
受けるけれど、自然環境という点で考えると、生物の新規加入や、汚染のストップなど、大き
なメリットを持っていることはとても印象的だった。フルボ酸鉄については、未だ科学的証明
ができていないということもあり、とても興味がある。

災害は自然にとってあまり良くないものだと思っていました。しかし、海の再生や新しい生物
の生息など、自然にとっては良いものと学ぶことができました。式根島では、台風などによっ
て海岸侵食やゴミの漂流など自然災害に影響が後を絶えません。しかし、今回の話を聞いて、
違う視点で見たらまた新しいことが見つかるかもしれないと思いました。



今後の未来会議の活動や自分の生活に生かせると思ったことを書いてください。

今後の未来会議では、今回の災害の話のように、人間から見たら害のあるものだと決めつけず
に様々な視点から自然と人間が共存していく道を作っていた。このことは、式根島で自然を守
る活動などをするときに、活かせそうだと思った。

自分たちの島を守っていくために必要な授業だってのでとても勉強になりました。私は砂浜を
守っていきたいので自分たちにできることをやっていきたいです。

未来会議では人だけのためだけを考えるのではなく自然などにも配慮していくのが有効だと思
いました。自然のことを考えていかないと島と共存できなくなってしまうと思うので、そこも
考えて進めていくといいと思いました。

黒潮や海底湧水といった、自然において重要になるものを、潰さずに柔軟に合わせる考え方
は、未来会議の根本に繋がると思う。

式根島の森も荒れてしまっているから、森がよくなっていくような活動もやってみたいと思っ
た。砂浜の侵食も１番自然の悪影響にならないような方法で、対策などを考えてみたいと思っ
た

未来会議で自然環境をよくするというテーマで活動するなら今回聞いたことも参考にして活動
したい。

ちょうど調べ学習で地震と自然のことについて調べていたので、レポートにまとめるときに活
用していきたいと思いました。

災害が式根島に与える問題などを考えるときに悪いことだけではなく、いいこともあるという
ことを意識しながら未来会議を進めていきたいと思いました。

式根島の海を豊かにする方法を考えて、自分たちは何ができるのか。
むやみに自然を壊したりせず、暮らせる方法は何かを考えたい。

異なる地域の中にも共通点を見つけ、それを伸ばしていきたい。また、切り捨てることが大切
という場面も存在することを理解した。式根島の環境と主な産業とを結びつけて考えることも
大切だと思う。そういった考え方を、今後重要視すべきだと思う。

式根島の生態などを調べることによって、式根島の様々な問題が見つかり、それが未来につな
がると思いました。


